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日吉台学区

まちづくりカンパニー

学

区

夏

ま

つ

り

、

文

化

祭

の

両

実

行

委

員

会

は

、

夏

ま

つ

り

と

文

化

祭

の

開

催

時

期

や

場

所

、

イ

ベ

ン

ト

内

容

を

大

幅

に

見

直

す

「
夏

ま

つ

り

・
文

化

祭

の

今

後

の

あ

り

方

に

つ

い

て

」

の

検

討

案

を

学

区

自

治

連

合

会

に

提

示

し

た
。

学

区

自

治

連

合

会

は

、

各

丁

に

対

し

、

こ

の

見

直

し

案

を

た

た

き

台

に

多

く

の

学

区

住

民

か

ら

意

見

を

聴

取

、

各

丁

に

意

見

集

約

の

検

討

を

依

頼

し

た

。

日
吉
大
社
（
馬
渕
直
樹
宮

司
）
は
、
山
王
祭
へ
の
協
賛

金
を
納
め
て
い
る
自
治
会
加

入
者
が
円
滑
に
入
苑
で
き
る

よ
う
学
区
民
の
「
原
則
境
内

無
料
入
場
」
の
従
来
方
針
を

改
め
、
協
賛
金
を
納
め
た
世

帯
に
入
苑
券
を
発
行
し
、
入

苑
券
を
提
示
し
て
入
場
す
る

新
し
い
方
針
を
学
区
自
治
連

合
会
に
提
案
し
た
。
従
来
、

日
吉
台
学
区
で
は
、
各
丁
が

独
自
の
方
式
で
日
吉
台
春
の

例
大
祭
、
山
王
祭
協
賛
金
を

奉
納
し
て
お
り
、
境
内
入
苑

の
さ
い
学
区
民
を
名
乗
る
こ

と
で
大
人
３
０
０
円
、
こ
ど

も
１
５
０
円
の
入
苑
料
が
免

除
さ
れ
て
き
た
。
入
苑
券
発

行
は
従
来
の
方
針
を
変
更
す

る
も
の
で
学
区
自
治
連
合
会

は
、
同
大
社
に
対
し
「
今
年

度
の
全
体
と
し
て
対
応
は
難

し
い
」
と
伝
え
る
と
と
も
に

各
丁
で
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
よ
う
９
月
開
催
の
定

例
役
員
会
で
要
請
し
た
。

比
叡
山
の
ふ
も
と
、
日
吉

大
社
は
、
約
２
１
０
０
年
前
、

崇
神
天
皇
７
年
に
創
建
。
全

国
３
８
０
０
余
の
日
吉
、
日

枝
、
山
王
神
社
の
総
本
宮
と

し
て
知
ら
れ
古
事
記
に
も
登

場
す
る
古
社
。
平
安
遷
都
の

さ
い
、
こ
の
地
が
都
の
鬼
門

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
都
の
魔

除
け
、
災
難
除
け
を
祈
願
す

る
社
と
し
て
鎮
座
。
ま
た
、

最
澄
が
比
叡
山
延
暦
寺
を
開

祖
し
て
か
ら
は
、
天
台
宗
の

守
り
神
と
し
て
多
く
の
信
仰

を
受
け
て
い
る
。
広
大
な
境

内
に
は
国
宝
の
東
本
宮
・
西

本
宮
の
本
殿
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
文
化
財
を
有
し
、
湖

国
屈
指
の
紅
葉
の
名
所
で
あ

り
、
春
の
「
山
王
祭
」
は
湖

国
三
大
祭
の
ひ
と
つ
と
し
て

名
高
い
。

同
神
社
で
は
、
境
内
入
場

の
さ
い
は
、
数
多
く
の
文
化

財
を
抱
え
る
こ
と
か
ら
文
化

財
保
持
、
保
存
に
充
て
る
と

し
て
入
場
者
か
ら
入
苑
協
賛

料
を
徴
収
し
て
い
た
。

同
大
社
の
今
回
の
提
案
は
、

各
丁
自
治
会
が
１
世
帯
あ
た

り
協
賛
金
５
０
０
円
を
納
入

し
、
同
大
社
が
納
入
し
た
世

帯
数
に
応
じ
た
入
苑
券
を
各

自
治
会
に
配
布
す
る
。
こ
の

入
苑
券
は
、
期
間
内
入
苑
の

制
限
な
し
、
同
伴
家
族
も
全

員
無
料
と
な
っ
て
い
る
。
協

賛
金
を
納
め
て
い
な
い
世
帯

は
、
今
後
は
そ
の
都
度
入
苑

料
が
必
要
と
な
る
ー
と
い
う

も
の
。
従
来
方
式
だ
と
、
学

区
住
民
は
「
日
吉
台
住
民
」

を
名
乗
る
と
自
治
会
加
入
、

協
賛
金
の
志
納
に
関
係
な
く

無
料
入
苑
が
可
能
だ
っ
た
が
、

新
方
式
に
な
る
と
入
苑
券
の

な
い
人
の
無
料
入
苑
は
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
。

学
区
で
は
、
現
在
こ
の
協

賛
金
の
納
入
、
各
世
帯
か
ら

の
集
金
方
法
は
各
丁
で
さ
ま

ざ
ま
で
、
納
入
金
額
に
つ
い

て
も
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
学

区
自
治
連
合
会
は
、
日
吉
大

社
の
要
請
に
対
し
、
各
丁
ご

と
の
対
応
を
検
討
す
る
よ
う

求
め
た
。

実
行
委
の
提
案
は
、
夏
ま

つ
り
に
つ
い
て
７
月
最
終
土

曜
日
の
従
来
の
開
催
日
を
11

月
の
第
２
土
曜
日
に
変
更
、

日
吉
台
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
踊
り
な
ど
の
発
表
を
行

う
。
同
日
体
育
館
で
は
、
毎

年
10
月
最
終
週
末
の
３
日
間
、

文
化
祭
実
行
委
が
行
っ
て
い

た
行
事
の
う
ち
展
示
イ
ベ
ン

ト
を
切
り
離
し
た
踊
り
、
合

唱
、
演
奏
等
演
技
発
表
と
体

験
教
室
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
催
す
る
。

文
化
祭
は
、
従
来
と
同
じ

10
月
最
終
末
の
３
日
間
、
日

吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
変

更
後
の
夏
ま
つ
り
に
組
み
込

ん
だ
踊
り
、
合
唱
、
演
奏
等

演
技
発
表
と
体
験
教
室
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
除
い
た

展
示
イ
ベ
ン
ト
に
特
化
さ
せ

て
実
施
す
る
と
い
う
も
の
。

見
直
し
理
由
に
つ
い
て
、

実
行
委
は
、
最
近
の
夏
の
異

常
高
温
に
よ
る
熱
中
症
対
策

と
子
ど
も
た
ち
の
参
加
し
や

す
さ
を
考
え
、
暑
い
真
夏
の

開
催
を
さ
け
、
文
化
祭
と
あ

わ
せ
「
秋
ま
つ
り
・
文
化
祭
」

と
し
て
涼
し
い
秋
の
開
催
を

提
案
し
た
と
い
う
。

実
行
委
の
提
案
を
受
け
、

学
区
自
治
連
合
会
は
、
各
丁

に
対
し
、
自
治
連
合
会
と
し

て
祭
り
、
文
化
祭
を
開
催
す

る
こ
と
に
つ
い
て
▽
そ
れ
ぞ

れ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
開

催
時
期
に
つ
い
て
▽
実
施
内

容
に
つ
い
て
▽
開
催
準
備
、

運
営
に
関
す
る
負
担
に
つ
い

て
▽
実
行
委
会
員
の
高
齢
化

問
題
、
若
返
り
策
の
可
能
性
、

方
法
に
つ
い
て
▽
来
賓
招
待

に
つ
い
て
▽
そ
の
他
課
題
、

改
善
提
案
ー
を
学
区
会
員
か

ら
幅
広
く
意
見
聴
取
し
11
、

12
月
役
員
会
を
目
途
に
意
見

集
約
す
る
よ
う
求
め
た
。

生
活
支
援
物
資
寄
付

大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
依
頼
を
受
け
、
日
吉
台
学

区
社
会
福
祉
協
議
会
（
呉
屋

之
保
会
長
）
が
行
っ
た
市
内

で
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
住

民
に
対
す
る
「
生
活
支
援
物

資
提
供
」
の
協
力
呼
び
掛
け

に
対
し
、
日
吉
台
の
住
民
か

ら
多
数
の
支
援
物
資
が
寄
せ

ら
れ
大
津
市
社
協
か
ら
感
謝

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

大
津
市
社
協
に
よ
る
日
吉

台
学
区
の
支
援
物
資
に
関
す

る
報
告
書
に
よ
る
と
５
月
21

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
支

援
物
資
受
け
付
け
期
間
中
、

学
区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
物

資
は
▽
カ
ッ
プ
麺
51
食
▽
イ

ン
ス
タ
ン
ト
麺
１
５
４
食
▽

パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
29
食
▽
そ
う

め
ん
・
そ
ば
セ
ッ
ト
1
箱
▽

味
噌
汁
51
食
▽
乾
麺
そ
ば
16

食
▽
菓
子
４
個
▽
ジ
ュ
ー
ス

52
本
▽
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
25

食
▽
調
味
料
ほ
か
24
個
▽
餅

1
袋
▽
白
粥
20
食
▽
パ
ン
ケ
ー

キ
２
袋
▽
ゼ
リ
ー
17
個
▽
パ

ス
タ
ソ
ー
ス
２
袋
▽
缶
詰
61

個
▽
お
米
20
㌔
▽
お
茶
９
袋

▽
レ
ト
ル
ト
惣
菜
15
食
▽
現

金
５
０
０
０
円
ー
と
な
っ
て

い
る
。

今
年
に
な
っ
て
感
染
が
拡

大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
影
響
で
、
市
社
協

へ
休
業
、
失
業
な
ど
に
よ
る

生
活
困
窮
相
談
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

開
催
時
期
等
見
直
し
へ

各
丁
か
ら
意
見
集
約
要
請

夏まつり、文化祭

入
苑
券
方
式
へ
方
針
変
更
提
示

協
賛
金
志
納
世
帯
へ
配
布

日吉大社入場

市
社
協
か
ら
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日 吉 大 社 入 場 の 取 り 扱 い 事 務 所

子どもたちでにぎわう昨夏の夏まつり会場
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日
吉
台
夢
・
未
来
事
業
推
進
委
員
会

は
10
月
６
日
夜
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

で
、
事
業
推
進
委
員
会
を
開
催
、
日
吉

台
恒
例
の
新
春
風
物
詩

「
も
ち
つ
き
大
会
」
と

「
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」

に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
、
来
春
の
行
事
開

催
が
可
能
か
ど
う
か
に

つ
い
て
協
議
、
中
止
を

決
め
た
。

「
も
ち
つ
き
大
会
」
は
、
例
年
、
日

吉
台
小
学
校
体
育
館
、
中
庭
で
開
催
。

子
ど
も
た
ち
含
め
み
ん
な
で
約
30
㌔
の

お
も
ち
を
つ
き
、
ぜ
ん
ざ
い
や
ダ
イ
コ

ン
お
ろ
し
、
き
な
粉
も
ち
に
し
て
食
べ

て
も
ら
う
。
「
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」

は
、
「
も
ち
つ
き
大
会
」
の
翌
日
、
同

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
。
ど
ん
ど
焼
き

に
使
う
し
め
縄
や
正
月
飾
り
を
各
家
庭

か
ら
持
参
し
て
も
ら
い
、
残
り
火
で
も

ち
な
ど
を
焼
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

当
日
の
参
加
者
に
は
豚
汁
も
ふ
る
ま
わ

れ
る
。

日
吉
台
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
行
事

の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
日
吉
台
夢
・
未

来
事
業
推
進
委
員
会
が
、
平
成
19
年
か

ら
始
め
、
日
吉
台
の
新
春
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。
今
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
問
題
が
浮
上
、
学
区

内
で
も
夏
ま
つ
り
や
学
区
民
大
運
動
会

な
ど
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
中

止
と
な
る
な
ど
影
響
が
出
て
い
る
。

こ
の
日
の
事
業
推
進
委
員
会
で
は
、

「
も
ち
つ
き
大
会
」
や
「
ど
ん
ど
焼
き

ま
つ
り
」
に
つ
い
て
、
定
着
し
て
き
た

学
区
の
伝
統
行
事
を
継
承
す
る
た
め
、

開
催
を
前
提
に
方
策
を
さ
ぐ
る
議
論
を

行
な
っ
た
が
、
開
催
会
場
は
、
戸
外
な

が
ら
飲
食
を
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
が
密

に
な
り
、
事
業
推
進
委
員
が
も
ち
つ
き

を
準
備
す
る
場
所
も
教
室
内
で
三
密
が

避
け
ら
な
い
。
ど
ん
ど
焼
き
も
住
民
や

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
や
す
く
感
染
予

防
に
懸
念
が
残
り
、
中
止
や
む
な
し
で

意
見
が
一
致
し
た
。

日
吉
台
学
区
内
の
公
園
や

空
き
地
で
、
徘
徊
す
る
野
良

ネ
コ
が
増
え
、
学
区
自
治
連

合
会
や
地
元
自
治
会
に
住
民

か
ら
対
策
を
求
め
る
声
が
上
っ

て
い
る
。
大
津
市
公
園
緑
地

課
は
、
「
エ
サ
を
与
え
る
住

民
が
い
て
、
ネ
コ
が
こ
ど
も

を
産
ん
で
増
え
続
け
て
い
る
」

と
の
住
民
の
苦
情
情
報
に
、

学
区
内
の
公
園
に
エ
サ
や
り

防
止
の
看
板
を
設
置
、
野
良

ネ
コ
に
エ
サ
を
与
え
て
い
る

住
民
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

地
域
住
民
の
目
撃
情
報
に

よ
る
と
、
一
部
の
住
民
が
、

見
か
け
た
ネ
コ
に
え
さ
を
与

え
る
よ
う
に
な
り
、
エ
サ
を

も
ら
え
る
ネ
コ
が
そ
の
ま
ま

民
家
の
軒
先
な
ど
に
定
住
、

次
々
と
こ
ど
も
を
産
み
増
え

続
け
て
い
る
と
い
う
。

ネ
コ
は
、
エ
サ
が
も
ら
え

る
地
域
を
拠
点
に
学
区
内
を

自
由
に
行
動
、
住
宅
内
に
侵

入
、
糞
尿
被
害
や
、
庭
の
花

壇
や
畑
の
作
物
を
荒
ら
し
た

り
、
空
腹
ネ
コ
が
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ゴ
ミ
集
積
用

の
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
侵
入
、

ゴ
ミ
袋
を
食
い
散
ら
か
す
光

景
も
。
ネ
コ
侵
入
に
た
ま
り

か
ね
住
宅
敷
地
内
に
ネ
ッ
ト

を
張
り
巡
ら
せ
た
り
、
ネ
コ

が
き
ら
う
水
を
入
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
設
置
、
自
衛
策

を
講
じ
る
住
民
も
み
ら
れ
る
。

大
津
市
で
は
、
増
え
続
け

る
野
良
ネ
コ
に
対
し
て
、
地

域
住
民
が
エ
サ
の
管
理
や
ネ

コ
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を
し

て
管
理
を
行
い
、
地
域
自
治

会
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
地
域

で
管
理
し
た
ネ
コ
に
不
妊
去

勢
手
術
を
行
う
地
域
猫
活
動

支
援
事
業
制
度
を
奨
励
す
る
。

ネ
コ
は
犬
と
違
い
、
登
録

や
つ
な
い
で
飼
う
義
務
が
法

的
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
飼

い
ネ
コ
と
そ
う
で
な
い
ネ
コ

と
の
区
別
が
つ
き
に
く
く
責

任
の
所
在
も
あ
い
ま
い
で
、

行
政
も
自
衛
す
る
住
民
も
根

本
的
な
解
決
策
が
見
出
せ
な

い
の
が
現
状
だ
。

隠
れ
た
住
民
の
エ
サ
や
り

に
つ
い
て
、
県
動
物
保
護
管

理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
こ
れ
を
単
純
に
禁
じ

る
こ
と
は
「
ノ
ー
」
と
い
う
。

空
腹
ネ
コ
が
さ
ら
に
ゴ
ミ
や

畑
を
荒
ら
し
た
り
、
栄
養
不

足
で
病
気
に
な
り
、
地
域
の

生
活
環
境
を
余
計
に
悪
化
さ

せ
る
恐
れ
も
あ
り
、
ネ
コ
が

や
せ
細
っ
て
い
く
の
は
動
物

愛
護
の
観
点
か
ら
好
ま
し
い

こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。
ネ

コ
を
屋
内
で
飼
い
、
不
妊
、

去
勢
な
ど
の
管
理
飼
育
の
徹

底
を
求
め
て
お
り
、
地
域
自

ら
ネ
コ
を
適
正
管
理
す
る
地

域
猫
活
動
の
取
り
組
み
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
る
。

学
区
の
公
園
に
立
て
ら
れ
た
エ
サ
や
り
禁
止
の
看
板

学
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
呉
屋
之
保
会
長
）
と
学
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
野
々

口
義
信
会
長
）
は
共
催
で
、

11
月
21
日
午
後
２
時
、
日
吉

台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
「
大

津
市
医
師
会
・
市
社
会
福
祉

協
議
会
コ
ラ
ボ
出
前
講
座
・

不
眠
克
服
講
座
」
を
開
催
す

る
。
こ
の
講
座
は
、
学
区
社

会
福
祉
協
議
会
員
、
学
区
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け
で
な
く

幅
広
く
学
区
住
民
か
ら
も
参

加
を
募
っ
て
い
る
。
入
場
無

料
。コ

ラ
ボ
出
前
講
座
に
は
、

滋
賀
医
科
大
精
神
医
学
講
座

助
教
の
角
幸
頼
精
神
科
外
来

医
長
が
講
演
を
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
続

く
な
か
、
参
加
者
に
マ
ス
ク

着
用
を
義
務
付
け
、
密
を
避

け
る
な
ど
、
主
催
者
で
は
感

染
症
対
策
に
万
全
期
す
こ
と

に
し
て
お
り
、
参
加
希
望
者

は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

学
区
社
協
会
員
、
学
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
員
は
そ
れ
ぞ

れ
所
定
の
と
こ
ろ
へ
申
し
込

む
。
学
区
内
一
般
の
住
民
参

加
希
望
は
、
学
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
竹
村
幸
子
事
務
局

長
（
０
７
７
ー
５
７
９
ー
５

０
３
０
）
へ
11
月
14
日
ま

で
に
申
し
込
む
こ
と
。

学区老人クラブ連合会は1

0月5日、隣接の坂本老人ク

ラブ連合会とともに比叡山ふ

もとの名勝、日吉大社境内の

清掃奉仕を行った。

同老人クラブ連合会として

今年３回目の清掃奉仕活動で、

日吉大社での活動は、コロナ

禍や雨天の影響で中止が相次

ぎ今回が初めて。日吉台学区

からは４クラブ15人が参加

した。学区の参加者は、参拝

者らが数多く集まる日吉大社

西本宮付近の清掃を担当、竹

ぼうきや熊手などを使って、

境内にある落ち葉などを一時

間がかりできれいに掃き清め

ていた。

同老ク連は、10月16日に

も、今年４回目の奉仕活動と

して、日吉台市民センター裏

側敷地土手の雑草の清掃処理

を行った。日吉大社境内を掃

き清める学区のお年寄りたち

もちつきを体験するこどもたち（昨年のもち

つき大会で）

増
え
る
ネ
コ
に
学
区
住
民
悲
鳴

エ
サ
を
や
る
な
ら
管
理
飼
育
徹
底
を

も
ち
つ
き
、
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
中
止

コ
ロ
ナ
禍
で
、
夢
・
未
来
推
進
委
決
定

不
眠
克
服
講
座
開
催

主
催
者
・
一
般
入
場
者
へ
参
加
呼
び
か
け

日吉大社境内を清掃奉仕

学区老人クラブ連合会


